














































な取り組みがすでに行われていた。日本初の修学旅行といえるのは、 18 8 6 (明治 19) 
年、高等師範学校(3)が、千葉県銚子を目的地に設定した行軍旅行である。前年 5月、文部
省より「試に兵式体操(4)を実施すべき旨の示達(5)」があり、発火演習、散兵演習 (6)に加え、
気象調査、学校参親などの学術演習を行いながら、習志野演習場(7)に 2泊するなど、 1 2 
日間の日程で、 99名参加というものだった。

























表 1 1907 (明治 40) 年度農科大学獣医科修学旅行日程





5月 3日 小岩井農場見学 農産物、標本等一覧。馬厩、製乳所、育牛部
見学。場内に私立尋常小学校あり。
5月 4日 岩手県種畜場(I2)見学 厩舎見学。一條牧夫氏 (13)講話。
岩手種馬所(14)見学 放牧地、運動場等施設見学。
5月 5日 盛岡駅出発 旅館大重に荷を解いたものの、島本技手の好
古間木駅（現在の三沢駅）着 意で、急速官舎に 7名全員が宿泊。
奥羽種馬牧場官舎宿泊
5月 6日 奥羽種馬牧場(15)見学 種付場等見学。安井淳之助場長(16)講話。
※ 7日については記述がなく不明だが、引き
続き奥羽種馬牧場を見学したと思われる。
5月 8日 青森県立畜産学校（現在の青森 寄宿舎、解剖室、病畜舎、酪農室等見学。燻
県立三本木農業高等学校）見学 製ハムを食する。
5月 9日 軍馬補充部三本木支部(17)見学 厩舎、倉庫等見学。軍馬補充部記事、記録等
閲覧。午後切田分厩見学。
5月 10日 古間木駅出発、黒沢尻駅着




出典：「修學旅行記」『中央獣醤會雑誌(19)』第二十輯之九琥 (19 0 7年、中央獣醤會）、
「修學旅行記」 『中央獣醤會雑誌』第二十輯之十二琥 (19 0 7年、中央獣醤會）、


























もうひとつは、農科大学獣医学科のケースから若干さかのぽるが、 18 9 0 (明治 23) 
年に実施された長野県尋常師範学校の第四修学旅行である。第四の意味は 18 8 7 (明治
2 0) 年の第 1回から数えて 4回目という意味だと思われる。参加者は引率 11名、生徒









表 2 1890 (明治 23) 年度長野県尋常師範学校修学旅行日程
日 時 日 程 備 考
7月 22日 長野駅出発、東京駅着、東京泊
7月 23日 遊就館(26)見学、 3、4年砲兵工 遊就館では、古今の武器や諸将校の画像、
廠 (27)見学、神田神社参拝、東京 台湾、箱館戦争の油絵、名古屋城天守閣
泊 (27日まで東京泊） の模型などを見学。
7月 24日 第三回内国博覧会(28)見学 出品された農産物、工芸品などを見学。
7月 25日 宮城拝観、 1年砲兵工廠見学 2、 千葉県尋常師範学校および愛媛県尋常師
4年国会見学、小石川植物園見学 範学校生徒とともに宮城拝観。
7月 26日 帝国大学、第一高等中学校(29)見 授業参観、施設見学。
学、午後随意散歩
7月 27日 随意散歩
7月 28日 東京発、横浜、横須賀着 1年と体調不良者計 44名が東京から帰
横浜税関、神奈川県庁、裁判所、 郷。
横須賀造船所見学、横須賀泊 夕食後横須賀市街散策。
7月 29日 軍艦龍駿見学、鎌倉宮参拝 龍譲は熊本藩から明治政府に献上され、
鶴岡八幡宮参拝、鎌倉泊 海軍の旗艦となった。
7月 30日 建長寺など見学、藤沢泊
7月 31日 藤沢発、箱根着 板橋尋常小学校で、 1年作文、 2年算術、
板橋尋常小学校見学、小田原小学 別科読方等の授業を参観。
校見学、小田原城跡、湯本泊
8月 1日 箱根発、須走泊 箱根で 2名、須走で 2名帰郷
8月 2日 須走発、浅間神社参拝 浅間神社で略図購入。 8合目生徒 5名、
富士山登山、山小屋泊 6合目職員 2生徒 8名、 5合目職員 2生
徒 9名、 4合目職員 2生徒 16名泊。
8月 3日 富士山 8合目山小屋泊 8合目宿泊生徒は待機した可能性あり。
8月 4日 富士山登頂、久須志神社、吉田泊
8月 5日 吉田発、夜甲府市街散歩、甲府泊
8月 6日 午後甲府発、 4年尋常小学校琢美 尋常小学校琢美学校で、 2、 3年算術等
学校参親、舞鶴城、尋常師範学校 の授業を参蜆。舞鶴城は甲府城のこと。
見学、韮崎泊
8月 7日 韮崎発、 1、 2年新府城跡見学、 河原部高等小学校で、 1年算術、 2、3
3、 4年河原部高等小学校見学、 年読書、 4年体操の授業を参親。
葛木泊





























おける修学旅行についてまとめた「教育旅行年報 データブック 2 0 1 8 (32)」から、そ
の特徴や傾向をまとめてみたい。











さらに、表 4 「見学先上位」については、 1位が「奈良公園」、 2位が「清水寺」、 3
位が「金閣寺」と、上位を「京都」、 「奈良」が独占している。当然ながら、表 5 「都道
-18-
文学部・文学研究科学術研究論集第9号





今 回 前 回 前々回 活 動 内 合六
1 1 1 遺跡、史跡、文化財、寺社などの見学
2 3 2 平和学習
3 2 3 伝統的町並みや建造物群保存地区の見学
4 4 4 伝統工芸などのものづくり体験
5 8 7 ミュージカル、演劇などの鑑買
6 6 5 職場訪問、職場体験
7 5 8 博物館などの見学
8 7 6 宗教体険（坐禅、法話、写経など）， ， 1 0 産業や産業遺産の見学
1 0 1 1 1 1 伝統文化、祭り体験など（華道、舞妓、着付け、三味線、ペー
ロン (33)、エイサーなどをふくむ）
1 1 1 0 ， 自然や野外活動体験（無人島体験、洞窟体験などをふくむ）
1 2 1 2 1 3 歌舞伎、文楽、能楽などの鑑賞
1 3 1 3 1 5 いなか荘らし体験
1 4 1 9 2 0 国際交流（外国人、留学生との交流）
1 5 1 4 1 2 防災学習、震災学習
1 6 1 5 1 4 その他のスポーツ（ラフティング(34)、カヌー、フィッシング、
熱気球、 トレッキング、乗馬など）
1 7 1 6 1 7 マリンスポーツ（ダイビング、シュノーケリングをふくむ）
1 8 1 7 1 5 学校見学（大学、専門学校など）
1 9 2 0 1 9 料理、食品加工体駿
2 0 2 0 2 2 農業
2 1 1 7 1 8 環境学習体験
2 2 2 3 2 3 美術館などの見学
2 3 2 5 2 4 販売、商業体験
2 4 2 4 2 5 漁業（釣り、地引網をふくむ）
2 5 2 0 2 1 スキー、スノーボード、スケートなど
2 6 2 6 2 7 ボランティア体険
2 7 2 7 コンサート、音楽の鑑賞
2 8 3 0 2 6 林業
2 9 2 8 酪農
2 8 2 8 介護福祉体験






今回 前回 前々回 見
呂子 先
1 1 1 奈良公園（東大寺をふくむ）
2 2 2 清水寺
3 3 4 金閣寺
4 5 3 東京ディズニーリゾート
5 4 5 法隆寺
6 6 6 国会議事堂
7 1 2 7 東京スカイツリー
8 7 1 0 二条城， ， 1 2 北野天満宮
1 0 1 3 8 浅草（浅草寺をふくむ）
1 1 1 0 1 3 ユニバーサル・スタジオ・ジャパン
1 2 1 4 1 4 薬師寺
1 3 8 ， 銀閣寺
1 3 1 5 1 4 伏見稲荷
1 5 1 1 1 1 三十三間堂
1 6 1 6 1 6 平等院
1 7 沖縄平和祈念公園（祈念堂、平和の礎など）
1 8 広島平和記念公園（原爆資料館などをふくむ）
1 9 1 8 1 7 興福寺
1 9 1 9 1 9 刷団四季
1 9 1 9 嵐山
出典：前掲『教育旅行年報 データブック 20 1 8』p9より作成。
表 5 都道府県別旅行先上位
順 位 順 位
今回 前回 前々回 行 先 今回 前回 前々回 行 先
1 1 1 牙．し 都 ， ， 8 長 崎
2 2 2 奈 良 1 0 8 ， 福 岡
3 3 3 東 月＇し 1 1 1 1 1 0 兵 庫
4 4 4 千 葉 1 2 1 2 1 3 北海道
5 5 5 大 阪 1 3 1 6 1 2 熊 本
6 6 6 沖 縄 1 4 1 7 2 0 滋 賀
7 7 7 神奈川 1 5 1 4 1 8 岩 手
8 1 0 1 1 広 島 1 6 2 3 1 7 鹿児島








「都道府県別旅行先上位」の 3位「東京」は、 「見学先上位」として、 「東京ディズニ











1 9 8 1 (昭和 56) 年から、東京の私立本郷高校が韓国修学旅行を継続実施するよう
になり、海外修学旅行の先駆けとなった。海外修学旅行が公立の学校に広がるのは、 19 




差別化をはかろうとしたことがある。それは 20 1 6年度の統計で、公立高校による海外
修学旅行の実施率が 16、 0%であるのに対して、私立高校が 36. 6 %であることにも
あらわれている (36)。
また、運輸省（現在の国土交通省）が、 19 8 7 (昭和 62) 年、概ね 5年間で日本人








































3 1. 4 % 
2 9. 7 % 










最後に、今後の修学旅行について考察したい。観光庁の統計によれば、 20 1 7年に海




1 9 9 2 (平成 4) 年度以降、学校週 5日制が段階的に実施されるようになった。 2年
後の 11月 24日、文部省初等中等教育局長・生涯学習局長名で、全国の教育長あて文書
「学校週五日制の実施について (39)」が出され、 「学校行事や各教科等外の活動の精選」に






































(2)佐藤秀夫『日本の教育課題 第 5巻 学校行事を見直す』 (20 0 2年、東京法令出版）。
(3)高等師範学校は官立の中等学校教員養成機関。 18 8 6 (明治 19)年の師範学校令に






(5)前掲『日本の教育課題 第 5巻 学校行事を見直す』 p434。
(6)発火演習、散兵演習は、当時の中等教育学校で行われた軍事演習のこと。
(7)習志野演習場は、現在の船橋市、八千代市、習志野市にまたがる陸軍の演習場のこと。




(10)前掲『日本の教育課題 第 5巻 学校行事を見直す』 p443。









(15) 1 8 9 6 (明治 29) 年、青森県七戸村に設置された奥羽種馬牧場は、農商務大臣の
管理に属し、種牡馬の購買、蕃殖などの業務を行った。
(16)帝国大学農科大学獣医本科卒業。 19 0 6 (明治 39) 年 9月より奥羽種馬牧場長に
就任。 4年後には奥羽種罵所長を兼務した。
(17)軍馬補充部三本木支部は、 1 8 9 6 (明治 29) 年、青森県三本木村に設置された。
2歳馬を購買し、軍馬となる 5歳の秋まで訓練を重ね、乗馬、挽馬、駄馬の用途に応じ
て各部隊に補充を行った。
(18)軍馬補充部六原支部は、 1 8 9 8 (明治 31年）に岩手県相去村（現在の金ケ崎町）
に設阻された。
(19)『中央獣習會雑誌』は、中央獣医会の機関誌のこと。 18 8 5 (明治 18) 年、今泉
六郎などによって大日本獣医会が設立され、『大日本獣醤會誌』が創刊された。 2年後、
中央獣医会と改称した。
(20)農科大学獣医科は現在の東京大学農学部のこと。 18 7 4 (明治 7) 年の農事修学場
から始まり、 18 7 8 (明治 11) 年には駒場農学校、 18 8 6 (明治 19) 年東京農
林学校、 18 9 0 (明治 23) 年帝国大学農科大学、 18 9 7 (明治 30) 年東京帝
国大学農科大学となった。





(23)現在の青森県立三本木農業高等学校のこと。 1 8 9 8 (明治 31) 年の設立時の名称
は青森県股学校だったが、 19 0 1 (明治 34) 年、畜産重視の考えから青森県畜産学
校、さらに同年中には、青森県立畜産学校に変更した。
(24)日本鉄道は 19 0 3 (明治 36) 年 7月 11日から、上野一青森間を 20時間 30分
に短縮して運行していた。
(25)前掲『日本の教育課題 第 5巻 学校行事を見直す』 p440。
(26) 1 8 8 2 (明治 15) 年に靖国神社の施設として開館した軍事博物館。戦没者や軍事
関係の資料を収蔵、展示している。
(27)日本陸軍の兵器工廠、東京砲兵工廠のこと。 1 8 7 1 (明治 4) 年から 19 3 5 (昭
和 10) 年にかけて、小銃を主体とする兵器の製造を行った。
(28)明治期に開催された国内産業の発展を目的とする博覧会のこと。




(30)浅井冽『長野縣尋常師範學校生徒第四修學旅行概況』 (1 8 9 0年、長野印刷會社）。
なお、浅井冽は引率団のひとり。
(31)修学旅行の発展をめざし、 19 5 2 (昭和 27)年、文部省、運輸省、日本国有鉄道、
東京都の 4者の合意によって設立された。修学旅行の実態調査、研究発表会の開催、月
刊誌『教育旅行』、 『データブック教育旅行年報』の発行などを行っている。






(36)「平成 28 (2016) 年度全国公私立高等学校の海外修学旅行実施状況」公益財団
法人全国修学旅行研究協会ホームページ〈http://shugakuryoko.com/〉20 1 9年 1月 30 
日閲覧。
(37)『昭和 62年度 運輸白書』 （大蔵省印刷局、 19 8 8年） pp.102-107。
(38)国土交通省観光庁『平成 30年版 観光白書』 （日経印刷株式会社、 20 1 7年）
p28。
(39)「学校週 5日制の実施について」
〈htts://www.mext. o. ・/b menu/hakusho/nc/tl 9941124001 /tl 99411200 I.html〉 20 1 9年
1月 30日閲覧。
(40)「高校生が考える修学旅行の目的・意義jベネッセ教育総合研究所。
〈htts://berd.benesse: /berd/center/o en/kou/view21/2003/12/06to i 02.html〉 20 1 9年
1月 30日閲覧。
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